
会 議 概 要 書（書面開催） 

会議の名称 令和元年度 伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会 

通知発送日 令和２年６月 ４日 

回 答 期 限 令和２年６月１８日 

回 答 者 番組審議会委員（以下５名） 

 田中治伸、秋田寿江、車睦宏、濱田真代、小澤敦彦 

会 議 の 主 な 内 容 

【協 議 項 目 及 び 協 議 内 容】 

【協議事項】 

１．自主放送番組について 

２．その他

【 概  要 】 

１．報告 

  （１）ケーブルテレビ加入状況 …資料 p.1 

（２）番組の放送状況 …資料 p.2～3 

  （３）令和元年度番組モニター実施結果 …資料 p.4～8 

 （４）視聴者から寄せられた意見 …資料 p.9 

（５）訂正放送の実施状況 …資料 p.9 

（６）放送事故 …資料 p.10 

（７）FTTH 化の事業実施状況 …資料 p.11 

以上７項目を添付資料で報告し、意見を徴取。結果を以下に要約する。 

  （１）ケーブルテレビ加入状況 

・ネットの加入者が多くなっている。

・資料では９割の加入率があるようだが、教育委員会が実施したインターネット

調査（添付①参照）によると、岸本小学校の保護者世帯の加入率は、７～８割。

予想以上に低く、驚いた。

・若い世帯の加入率が低いと聞いている。若い世帯の加入を促したい。

  （２）番組の放送状況 

    ・概ね計画通り。今後も計画通り実施してください。 

  （３）令和元年度番組モニター実施結果 

    ・今年度はモニターが複数名あり、さまざまな意見があって、よかった。 

  （４）視聴者から寄せられた意見 

    ・有意義な意見で、制作に役立つ。 

（５）訂正放送の実施状況 

   意見なし 

（６）放送事故 

   意見なし 

（７）FTTH 化の事業実施状況 

 ・各家庭で４K・８K 放送が受信でき、CATV も放送枠が広がり、たいへんよい。



２．議事 

 （１）自主制作番組に対する意見

    番組 DVD を視聴し、感想や意見を徴取。結果を以下に要約する。

  ①～鳥取県待望の新品種～星空舞とは…！

   ≪番組概要≫

開発に 30 年の歳月をかけ、2019 年秋に発売にこぎつけた新品種の米「星空舞」。

開発までの道のり、味や食感、栽培方法などの特徴を紹介。

 ≪感想・意見≫

・星空舞の特性、生産者・消費者の声、試食会での感想など、現場の様子がよく

理解できる制作であった

  ・この米の特徴を分かりやすく説明してあり、よく分かった。 

  ・私も今度買ってみようと思う。 

  ・映像がきれいで見続けた。 

  ・新しい品種のお米で、たくさんの方が目にしたり、食べたと思うが、 

その舞台裏はあまり知られていない。うまく話題をとらえたいい番組。 

  ・エピソードを知ると、ふるさとへの誇り、愛着につながるので、よい紹介。 

  ・星空舞は知っていたが、食べたことがない。一度食べてみたいと思っていた。 

  ②テレビにまかせな晴れ「ごみの再利用を調査」 

   ≪番組概要≫ 

   過去のニュースで取り上げた話題を追跡調査するコーナー。 

   今回のテーマは、布類と生ごみのリサイクル。 

布類のリサイクルでは、古着を無料回収し、発展途上国へ輸出するリサイクル 

業者「えこ便」（米子市安倍）を紹介。 

生ごみのリサイクルでは、住民の有志で生ごみを回収し、可燃ごみ削減に取り 

組む伯耆ニュータウン・こしき集落と、回収後の生ごみをたい肥にし、学校の 

田んぼへ提供するアグリ岸本の取り組みを紹介。 

≪感想・意見≫

・今一度再利用について考える機会となる制作。 

  ・生ごみの回収は、住民の有志で取り組んでいて、すばらしい。 

・アグリ岸本でたい肥を作り、学校の田んぼでさつまいも作りに利用するという 

循環の仕組み、ごみ減量の取り組みがよかった。 

  ・使い捨ての文化から、物を丁寧に使うという暮らし方に意識を変え、見直さない 

といけない時期がきていると感じた。 

  ・身近なごみの処理、再利用の方法は、目から鱗でした。 

  ・集落の取り組みの紹介は、町民がいろいろ考えられるきっかけになる。 

 （次頁へ続く）



  ・テレさん（コーナー進行役のキャラクター）の手作り感が、ローカルテレビ局 

ならではで、ほのぼの。 

  ・使える衣類は、他人がそのまま再利用すると知ってビックリ。改めて、布類を 

処分するときは、考えて出すようにしたいと思った。 

（２）その他 

 ≪提案≫ 

  ①コロナの影響で、保護者が学校行事に参加できない。 

全ての学校の行事を収録し、紹介してほしい。 

  ②雨季に入り、コロナと災害の両方に対応していかなければならない時季。 

住民の安心安全のための情報を提供してもらえると助かる。 

  ③毎日のニュースを、１～２本増やせないか。

  ④集落の紹介番組が少ない。月１回程度、「集落散歩」的な番組をしてはどうか。

 ≪感想≫ 

・待望の女性アナウンサーが入った。（２名） 

・文字放送のバック映像が、バラ園でとてもきれい。 

・まめまめクラブの体操は、やりやすくて楽しい。 

・町の対策方針や住民に必要な情報、簡単な体操など、コロナを前向きに 

乗り切る番組の提供は、本当にありがたい。 

・地域の人や店、ごみ処理などの特集は、新鮮な気持ちで見ている。 

以上 


